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P222a WASP-33bの secondary eclipse観測
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トランジット惑星系では、惑星が主星の背後に隠れることがあり、この現象を secondary eclipseと呼ぶ。secondary
eclipse前後は恒星由来の光と惑星由来の光の混合光が観測されるが、secondary eclipse時は恒星由来の光のみが
観測されるため減光する。この減光を捉えることは惑星自身の放射を観測することに同義であるため、観測波長
毎の惑星表面の輝度温度の情報を得ることができる。また、輝度温度と平衡温度を比較することで惑星の昼側か
ら夜側への熱輸送効率の情報も得ることができる。さらには、減光のタイミングと継続時間の関係から惑星の軌
道離心率の情報も得ることができる。このように、secondary eclipseの観測は、惑星に関する様々な情報を引き
出す上で非常に有力な観測手法である。そこで本研究では、この有力な観測手法を用いて、まだその描像がほと
んど分かっていないA型星周りの系外惑星の大気の温度情報を得ることを試みた。
現在までに発見されている唯一の A型星周りの系外惑星WASP-33bの secondary eclipse 観測は 0.91μmの

波長で Smith et al. 2010（以下、S10）により１件だけなされているが、本研究では岡山天体物理観測所 188cm
望遠鏡/ISLEを用いてより長波長のKsバンド (2.16μm)で観測した。長波長な近赤外域のKsバンドを用いた
理由は、secondary eclipseの減光率は観測波長が長い程大きく、また、恒星の脈動による光度変化の影響は観測
波長が長い程小さいためである。
解析の結果、Ksバンド (2.16μm)ではWASP-33bの減光率は～2.6mmagであり、輝度温度は～3000Kであ

ることが分かった。この輝度温度は S10で報告された 0.91μmの波長での輝度温度 3515Kよりも低く、また、
この減光率は S10での輝度温度 3515Kから予測されるKsバンドでの減光率～3.9mmagよりも小さい。


